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～今月の表紙～

くにみひなの会によるつるし
雛飾り展が今年も森江野町民
センターで行われました。会
場には色とりどりのつるし雛
が所狭しと展示され、来場者
の目を楽しませていました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　旧小坂小学校の前にある地蔵堂は、元禄 8 年（徳川綱吉の時代）に作成された小坂村絵図にすでに記載されています。
昭和 62 年頃まで毎年 9 月 15 ～ 16 日に祭礼が行われ、地蔵尊を乗せた小車が今の小坂地区全域を遊行し、安産や子ど
もの健やかな成長を地域の人々が一緒になって願いました。昭和 59 年にはお堂の建替えを行うなど大切に地蔵様を受
け継いできました。現在、祭礼は縮小されましたが子どもの健やかな成長を願う地域の人々の願いと地蔵様の信仰は、
今も変わりません。

昭和 52 年頃の小坂子守地蔵様の御遊行の様子（所在地：国見町大字小坂地内）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
22

震
災
か
ら
５
年

こ
れ
ま
で　

そ
し
て　

こ
れ
か
ら
…
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2014年

2015年

2016年

　　7 月　　くにみももたん広場オープン
　　　　　　住宅除染開始
　　8 月　　1 回目の女性応援団ツアー開催
　 10 月　　除染廃棄物が仮置場へ搬入開始
　 11 月　　震災後初めての総合防災訓練
　 12 月　　あんぽ柿が 3 年ぶりに一部出荷

    4 月　　桜の聖母短期大学との連携協定締結
　9 月　　福島大学との連携協定締結
 11 月  　   産業祭・森のおもちゃフェスティバ
                    ル・ママまつり in 国見など元気・活
　　　　   力事業を実施

　　2 月　　歴史まちづくり計画が国から認定
　　4 月　　県北浄化センター仮設汚泥乾燥処理
　　　　　　施設が稼働
　　5 月　　役場庁舎開庁式
　 10 月　　 住宅除染が前倒しで終了
　 12 月　　 観月台文化センターホール再開　　

　　1 月　　道の駅建設工事開始
　　3 月　　
　　　　　　「東日本大震災を考える町民のつどい」
　　　　　　　ぜひご参加ください。
　　　　　　日時：3 月 12 日土午前 10 時から正午
　　　　　　場所：観月台文化センターホール

５年間を
ふりかえる

オ
ー
ル
国
見
で

　
　
　

取
り
組
ん
だ
5
年
間

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
見
町
で
は
震
度
6
強
を
観
測

し
、
７
０
０
棟
を
超
え
る
住
家

が
全
壊
や
半
壊
な
ど
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
道
路
や
橋
梁
も

寸
断
さ
れ
、
水
や
電
気
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
も
停
止
し

ま
し
た
。
数
分
間
の
大
き
な
揺

れ
と
と
も
に
当
た
り
前
だ
っ
た

日
常
生
活
が
一
変
し
、
余
震
の

な
か
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
た

記
憶
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

震
災
後
は
各
所
で
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

や
道
路
な
ど
は
徐
々
に
元
の
姿

を
取
り
戻
し
ま
し
た
が
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

と
も
な
う
除
染
作
業
や
農
産
物

の
風
評
被
害
な
ど
は
5
年
経
過

し
て
も
な
お
解
決
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
現
在
も
引
き
続
き
対
応

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
震
災
は
こ
れ
ま
で

の
暮
ら
し
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
も
な
り
ま
し
た
。
１
０
０
０

年
の
歴
史
が
あ
る
国
見
町
で
、

長
年
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た

人
々
の
知
恵
、
文
化
、
わ
ざ
、 

歴
史
な
ど
の
魅
力
を
見
つ
め
直

し
、
１
０
０
年
後
の
人
た
ち
に

伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
連
携
協
定
を
締
結

し
た
福
島
大
学
や
桜
の
聖
母
短

期
大
学
の
学
生
の
協
力
を
得

て
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

進
め
て
い
る
「
た
か
ら
も
の
さ

が
し
」
も
そ
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
る
郷
土
独

自
の
食
や
祭
礼
、
営
み
の
魅
力

を
見
つ
め
直
し
、
良
さ
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
内
谷

地
区
や
貝
田
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
独
自
の
良
さ
を
見
直
す
新

た
な
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
ま
だ
隠
れ
て
い
る

「
た
か
ら
も
の
」
を
探
し
、
よ

り
良
い
も
の
と
し
て
未
来
へ
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
今
後
も
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

2013年

3 月 11 日　 東日本大震災発生
　　　　　  国見町では震度 6 強を観測
　　　　　  観月台体育館他各地に避難所を開設
　　　　　  日赤奉仕団による炊き出し
　3・4 月　 応急仮設住宅を町内 4 カ所に建設
　　  7 月　 学校などの表土除去を開始

　　 4 月        水田の吸収抑制対策
　　　　　　町内会やボランティアによる線量
　　　　　　調査、清掃・草刈作業
         5 月　　ホールボディカウンタによる検査
　　8 月　　公共施設の除染作業を開始
　　9 月　　米の全量全袋検査開始　　

2011年

2012年
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子
ど
も
た
ち
の
描
く

未
来
予
想
図

藤田城跡に

お城を復元！

観覧車から

町を一望！

町
内
の
小
中
学
生
が
大
学
生
と
協
力
し

て
未
来
の
町
の
ジ
オ
ラ
マ
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
震
災
を
経
験
し
た
子
ど

も
た
ち
の
考
え
る
未
来
の
国
見
町
の
姿

と
は
…

　

町
内
の
小
中
学
生
約
30
人
が

集
ま
り
、
美
術
を
通
し
て
未
来

の
理
想
の
街
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
未
来
の
国
見
町
を

サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ
」
が
2
月

20
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
福
島

大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
と
東

京
藝
術
大
学
美
術
学
部
の
学
生

10
人
も
参
加
し
、
空
き
箱
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
使
い
、

将
来
の
国
見
町
の
姿
を
ジ
オ
ラ

マ
（
立
体
的
な
模
型
）
で
表
現

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
自
由
な
発
想

で
意
見
を
提
案
し
、
大
学
生
と

一
緒
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
建

物
や
施
設
を
制
作
し
ま
し
た
。

今
の
町
に
は
無
い
タ
ワ
ー
や
カ

フ
ェ
を
作
る
子
も
い
ま
し
た

が
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
阿
津

賀
志
山
が
あ
り
、
馴
染
み
の
あ

る
学
校
や
藤
田
駅
が
あ
り
、
さ

ら
に
小
坂
峠
に
は
万
蔵
稲
荷
の

赤
い
鳥
居
が
立
ち
並
ん
だ
現
在

の
様
子
を
再
現
し
て
い
た
子
も

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
愛
着
の
あ
る
、

未
来
に
残
し
た
い
風
景
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

完
成
し
た
未
来
の
町
で
は
、

大
学
生
の
操
縦
で
小
型
カ
メ
ラ

を
乗
せ
た
ラ
ジ
コ
ン
車
や
ド

ロ
ー
ン
が
動
き
ま
し
た
。
カ
メ

ラ
か
ら
の
臨
場
感
あ
る
映
像
が

モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
と

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
大
学
生
か

ら
も
歓
声
が
あ
が
り
、
笑
顔
が

溢
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
上
い
っ

ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た
巨
大
な
未

来
の
国
見
町
は
色
鮮
や
か
で
、

子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
夢

と
希
望
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

震
災
か
ら
5
年　

こ
れ
か
ら
を
考
え
る

ドームをつくる！

天井はステンドグラス !!

藤田駅がカラフルに

リニューアル

東京タワーにもスカイツリーにも

負けないタワー

高さは 923 メートル！

展望台は桃の形です

　小中学生が元気で良い作品を作ってもらうこと
ができ、学ぶことが多かったです。
　国見町出身なので、大好きな故郷の復興のため
に今後も美術を通して、役に立てるような活動を
していきたいです。
　　　　　　　　東京藝術大学 2 年　内村覚さん

　始めは小中学生とどのように接したらいいのか
悩みましたが、作業を進めていくうちに打ち解け、
友達感覚で接することができ、楽しく活動できま
した。　　　　　　福島大学 2 年　武井麻美さん

　事前学習で学んだ " 国見らしさ " を表現できる
ように工夫しながら小中学生と作業しました。完
成した作品にラジコンが走った時は、苦労した制
作過程を思い出して感極まりました。
　　　　　　　　福島大学 2 年　熊田あかりさん

参加した大学生の声
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まちづくりカフェ
学生と考える地域づくり

域学連携協定を締結している福島大学と桜の聖母短期大学の
学生が 1 年間の学習成果を報告しました。地区のみなさん
や子どもたちと一緒にフィールドワークに取り組んだ大学
生。若い人のアイディアをもとにこれからの地域づくりにつ
いて考えました。

　

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
が
2
月

28
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
で

は
、
福
島
大
学
と
桜
の
聖
母
短

期
大
学
の
学
生
が
国
見
町
で
1

年
間
活
動
し
た
取
り
組
み
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

両
大
学
の
学
生
は
、
国
見
町

の
「
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て

各
専
門
分
野
ご
と
に
調
査
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
国
見
町
に
何

度
も
足
を
運
び
、現
地
の
見
学
、

住
民
へ
の
聞
き
取
り
、
専
門
的

な
文
献
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
、

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
検
討
し
、
4
グ

ル
ー
プ
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
報
告
を
聞
き
、
参

加
者
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　福島大学
『内谷集落活性化事業』

～地域のたからものの発見と活用～

　内谷地区をフィールドに大学生が「たからも
のさがし」に取り組みました。内谷の魅力であ
る「たからもの」を活用し、人を呼びこむため
のアイディアを提案しました。
　また、学生が作成した内谷地区の魅力満載の
パンフレットも完成しました。

　福島大学
『貝田宿まるごと博物館』

～歴史文化の調査と現地見学ツアー～

　貝田地区の歴史について、信仰・祭礼、産業、
鉄道火災での住民活動などの様々な角度から調
査を進めました。
　貝田の歴史的な魅力を多くの方に知ってもら
おうと学生が案内人となり、現地見学ツアーも
行いました。

震災から 5 年　これからを考える

名人直伝のしめ縄づくりを体験 報告会と見学ツアーには約 130 人が参加

　

今
回
の
報
告
で
、
大
学
生
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
「
集

落
の
魅
力
」「
歴
史
や
文
化
」「
子

ど
も
た
ち
の
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
」「
食
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
意
見
を
提
案
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
発
表
か
ら
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、
今
後

の
町
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
仲
間
や
先

生
、
地
区
の
み
な
さ
ん
と
議
論

し
、
1
年
間
か
け
て
悩
み
、
考

え
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
発

表
さ
れ
、国
見
町
へ
の
「
想
い
」

　桜の聖母短期大学
『食育～国見町の食文化と食づくり』

～地域食の研究とメニュー開発～

　桃を使った子ども向けおやつの開発や、小坂・
貝田地区のお母さんの聞き取りから凍み大根や
あんぽ柿など地域の郷土食について調査しまし
た。
　大学生が開発した「もも大福」は商品化が実
現しました。

　桜の聖母短期大学
『国見町プロジェクト』

～小中学生とのまちづくり～

　小中学生と一緒にまちづくりについて考える
未来づくりワークショップを行いました。
　子どもたちの考えを引き出すために、グルー
プごとに大学生がファシリテーター（進行役）
となり国見町のいいところについて話し合い、
まとめました。

参加したみなさんの声

　今年は地区の運動会や芋煮会など多くの
行事に大学生に参加してもらったので、地
区の活動や住民同士の交流に刺激をもらい
ました。
　内谷を活性化させるため、大学生のアイ
ディアをもとに地区のみなさんとも考えて
様々な取り組みを進めていきます。来年以
降も引き続き大学生と協力して活動してい
きたいです。

　大学生の報告を聞いて、具体的な地域活
性化のアイディアをたくさん提案していた
だき、勉強になりました。
　今後森江野地区でも、大学生と一緒に地
域を活性化させる取り組みを行ってみたい
と思いました。

が
詰
め
込
ま
れ
た
報
告
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
「
想
い
」
を
受
け
、
提

案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
今
後

の
参
考
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
「
カ
フ
ェ
」
と
は
、
人
と
人

が
出
会
い
情
報
が
交
わ
さ
れ
る

場
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
今
年

の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
で
も
、

学
生
の
報
告
を
聞
い
て
、
参
加

者
同
士
、
町
へ
の
熱
い
想
い
を

話
し
合
い
、
地
域
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
5
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
節
目

に
「
未
来
の
国
見
町
を
サ
イ
ト

シ
ー
イ
ン
グ
」
と
「
ま
ち
づ
く

り
カ
フ
ェ
」
と
い
う
町
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒

に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
す
。

　

今
後
も
オ
ー
ル
国
見
で
、
未

来
に
向
け
て
歩
み
だ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

佐藤清二さん

氏家博昭さん

内谷東町内会

第９町内会

開発したおやつの試食会（くにみ幼稚園）小中学生の自由な意見が提案された報告会
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あんぽ柿１day アカデミー開講
スイーツ王子Ｒｕｉ．による
　食の安全・安心講演会&スイーツ茶話会

　

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業

「
と
っ
て
お
き　

あ
ん
ぽ
柿
１

ｄ
ａ
ｙ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
2
月

20
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
秋
の

国
見
町
応
援
団
ツ
ア
ー
で
応
援

団
長
を
務
め
た
ス
イ
ー
ツ
王
子

Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん
を
講
師
に
、
食

の
安
全
・
安
心
や
あ
ん
ぽ
柿
の

魅
力
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
「
食
の
安
全
・

安
心
」講
演
会
と
し
て
、ス
イ
ー

ツ
王
子
Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん
か
ら
安

心
し
て
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
コ

ツ
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

第
2
部
で
は
「
あ
ん
ぽ
柿
ス

イ
ー
ツ
茶
話
会
」
が
行
わ
れ
、

国
見
町
産
あ
ん
ぽ
柿
を
使
用
し

て
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な

が
ら
、
参
加
者
同
士
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
ス

イ
ー
ツ
は
、
ス
イ
ー
ツ
王
子
Ｒ

ｕ
ｉ
．
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

基
に
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
Ｌ
ａ
・

4
区
が
作
っ
た
「
あ
ん
ぽ
柿
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」、
佐
藤
晶
子

さ
ん
（
石
母
田
）
手
作
り
の

「
あ
ん
ぽ
柿
ト
リ
ュ
フ
」、
Ｊ
Ａ

伊
達
み
ら
い
の
あ
ん
ぽ
柿
大
福

「
招
福
柿
入
れ
ど
き
」、
福
島
市

の
紅
茶
専
門
店
ア
ー
ル
・
グ
レ

イ
店
主
の
田
牧
貴
仁
さ
ん
の
あ

ん
ぽ
柿
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

ス
イ
ー
ツ
王
子
Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん

や
ア
ー
ル
・
グ
レ
イ
の
田
牧
さ

ん
と
交
流
し
な
が
ら
ス
イ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
あ
ん
ぽ
柿

の
検
査
に
つ
い
て
学
び
、
食
の

安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
」「
ス
イ
ー
ツ
を
ぜ
ひ
商

品
化
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あんぽ柿の魅力を伝える
　スイーツ王子Ｒｕｉ．さん

あんぽ柿スイーツ
　パウンドケーキ・大福・トリュフ

　（左から）

届
出
は
時
間
に

　
　
　
　
余
裕
を
も
っ
て

　

町
内
か
ら
転
出
さ
れ
る
方
や

新
た
に
国
見
町
に
転
入
さ
れ
る

方
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
を
変
更
す
る
時
は
、
町

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出

を
し
な
い
と
、
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
届
か
な
い
な
ど
の
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
窓
口
が
混
み

あ
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
は
必

ず
本
人
か
世
帯
主
が
行
っ
て
く

こんなとき　　　　　　　　　種類 届出に必要なもの 届出期限 備考

ほかの市区
町村から転
入したとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

転入届

・転出証明書（前住所地で発行したもの）
・国民年金手帳、国民健康保険証（加入者のみ）
・介護保険受給資格証（資格者のみ）
・はんこ
・小中学生がいる場合は在学証明書
・通知カード、個人番号カード、住民基本台帳カード
※本人を確認する書類

引っ越しし
た日から 14
日以内

本人確認のための
書類
⑴一点で確認できる
もの（写真付き）
　・運転免許証・住
　民基本台帳カー
　ド・旅券（パスポー
　ト）・個人番号カー
　ドなど
⑵二点で確認できる
もの   
　・健康保険証・年
　金手帳または年金
　証書・住民基本台
　帳カード（写真な
　し）など
※外国人の方は在留
　カード

ほかの市区
町村へ転出
するとき

転出届

・はんこ
・国民健康保険証、後期高齢者医療保険証、介護保険
   証（加入者のみ）

・印鑑登録証
・個人番号カード、住民基本台帳カード
※本人を確認する書類

転出する前
日まで

町内で住所
を変更した
とき

転居届

・国民健康保険証、後期高齢者医療保険証、介護保険
   証（加入者のみ）

・通知カード、個人番号カード、住民基本台帳カード
・はんこ
※本人を確認する書類

転居した日
から 14 日以
内

世帯主が変
わったとき

世帯主
変更届

・はんこ
・国民健康保険証
※本人を確認する書類

変更があっ
た日から 14
日以内

春
は
異
動
の
季
節
で
す

住
民
異
動
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に

　

3
月
・
4
月
は
、
就
職
や
転
勤
、
進
入
学
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
住
所
の
届
出
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
役
場
住
民
生
活
課
の
窓
口
が
大
変
混

み
あ
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
届
出
は
早
め
の
手
続
き

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※入学・就職・転勤等で引越しをされ、住所を異動される方は、住所変更の届出をしてください。

◆戸籍、住民票、印鑑登録、住民異動届
　住民生活課戸籍係　☎ 585-2115
◆ごみ収集
　住民生活課住民防災係　☎ 585-2116
◆国民健康保険、国民年金、老人医療、
　後期高齢者医療、こども医療
　保健福祉課国保係　☎ 585-2785
◆障がい者福祉、生活保護、児童手当
　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793
◆高齢者福祉、介護保険
　保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

　住所が変わると、住所
変更届以外にも、上下水
道、医療保険、納税などの
手続きも必要となります。
　なお、印鑑や保険証、身
体障害者手帳など、必要な
ものをあらかじめ電話で確
認した上でおいでになると、
一度に手続きができます。

◆予防接種、母子手帳、健康診断
　保健福祉課保健係　☎ 585-2783
◆納税関係
　税務課収納係　☎ 585-2780
◆上水道関係
　上下水道課水道係　☎ 585-2997
◆下水道関係
　上下水道課下水道係　☎ 585-2984
◆小中学校関係
　学校教育課学校教育係　☎ 585-2892
◆幼稚園・保育所関係
　幼児教育課幼児教育係　☎ 585-2119

【手続きの問い合わせ先】他の手続きも
　忘れずに！

だ
さ
い
。
も
し
、
本
人
か
世
帯

主
が
届
出
に
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
本
人
又
は
世
帯

主
が
書
い
た
委
任
状
と
代
理
人

の
は
ん
こ
を
持
っ
て
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
に
来
ら
れ
た
方

の
本
人
を
確
認
す
る
書
類
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、戸
籍
の
届
出
（
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
な
ど
）
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
で
も
、
日

直
の
職
員
が
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。
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農業委員会の動き
　3 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

◆日　時　3 月 18 日金　午後 1 時 30 分から
◆場　所　国見町役場　2 階　大会議室

◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

イキイキ子育てクラブ会員募集
　地域子育て支援センター（藤田保育所内）では、
平成 28 年度もイキイキ子育てクラブを行います。
興味がある方は、ぜひご参加ください。

・期間　平成 28 年 5 月から平成 29 年 2 月まで
・場所　藤田保育所
・主な活動内容　
　　　　季節遊び（夏まつり、野菜スタンプ、小
　　　　麦粉粘土、運動会）、人形劇鑑賞、親子ふ
　　　　れあい体操、誕生会、保健師・栄養士の
　　　　おはなし　など

・対象　就学前のお子さんとその保護者や家族
・申込締切　4 月 28 日木まで

※申込み、問い合わせについては土日、祝日を除
　く午前 10 時から午後 3 時まで、直接藤田保育
　所まで連絡ください。
◆問い合わせ　藤田保育所　☎ 585-2374

・日時　第 1 回　3 月 26 日土午後 1 時 30 分から
　　　　　　　　　　　　 　午後 4 時 30 分
　            第 2 回　4 月下旬を予定
　　　   第 3 回　5 月下旬を予定

・会場　国見町役場 2 階　大会議室
・募集　25 人程度（先着順）
・参加費　無料
・申込締切　3 月 18 日金まで
・申込み・問い合わせ　
　企画情報課歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967
※原則として、3 回とも出席可能な方とします。

　あなたの感性と知識、何より熱意で「国見じゃ
らん（ご当地パンフレット）」を作成しませんか。
　みんなと楽しく考え、形にする「達成感」と「国
見」の観光づくりを体験してみませんか。
　旅づくり塾は「ワークショップ」により、成果
の発表を行い、一番良かった案で「ご当地じゃら
んｉｎ国見」を作成します。
　「ちゃんと」完成するまで、一緒にワイワイガヤ
ガヤしましょう。

　2 月 19 日に定例総会が開催され、次のとおり確
認されました。

・農地賃貸借　　　　2 件
・所有権移転　　　　2 件
・農地転用　　　　　2 件
・農地合意解約　　　3 件
・農地改良行為　　　1 件
・農用地利用集積計画の決定
・農地利用意向調査について
・耕作放棄地に係る「農地」に該当するか否かの
   判断について

国見の「旅」を企画しませんか。

～旅づくり塾開講、塾生大募集～

あの　　　　　　と　　　　　がコラボ。「じゃらん」 「国見町」
仮置場のイメージアップに一役

　2 月 27 日、藤田方部 4 号仮置場（藤田字鶉町六、
北沖地内）の仮囲いの壁に保原高校美術部の生徒
9 人が作成した装飾原画をデジタル処理し、ラミ
ネートで保護して貼り付けたものの披露式が開催
されました。
　これは保原高校美術部が、東日本大震災や原発
事故からの地域の復興に向けて取り組んでいる「が
れきに花を咲かせようプロジェクト」の一環とし
て、国見町をイメージした 7 枚の装飾原画を提供
していただきました。
　装飾画には、「国見の四季」をテーマに季節ごと
にくにみももたんや季節の特産品、義経まつり、
ビッグツリーなどを描いた絵や自由な発想で国見
町をイメージした絵が飾られ、仮置場のイメージ
アップが図られました。

～保原高校美術部が装飾原画を作成～

除染の進捗状況
　道路除染、森林（生活圏）除染、事業所・工場、空き地、神社等の除染実施状況についてお知らせ
します。
　１　道路除染
　　　平成 27 年度は 72.8km を発注しており、進捗状況は約 26.2km（2 月 29 日現在）
　２　森林（生活圏）除染
　　　平成 27 年度は 6.0ha を発注しており、進捗状況は約 4.2ha（2 月 29 日現在）
　３　事業所・工場、空き地、神社等の除染
　　　2 月 29 日現在の実施状況は、次のとおりです。
	

方部 事前モニタリング 除染作業着手 除染作業終了

事業所・工場

全方部

167 件 164 件 164 件

空き地等 336 件 239 件 227 件

神社等 46 件 46 件 46 件
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▲ 2 月 3 日　藤田保育所豆まき会

▼くにみももたん広場

・代表者　冨永　一宜
・活動日　毎週月・木・土曜日、第 1・3 日曜日
・主な活動場所　上野台体育館他
・会員数　 約 40 人
・会　費　 10,000 円 / 年 
・連絡先　☎ 090-7529-7999（佐藤）

−プロフィール−

VOL.54

　国見ミニバスケットボール

　　　　スポーツ少年団

す
。

　

今
年
度
の
成
績
は
、
伊
達
地

区
の
大
会
で
男
子
が
第
3
位
、

女
子
が
第
4
位
。
先
日
行
わ
れ

た
6
年
生
大
会
で
は
、
男
子
が

準
優
勝
、
女
子
が
第
3
位
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
年
度
は
、
さ
ら
に
順

位
を
上
げ
、
県
大
会
出
場
を
目

指
し
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
練
習
の
他
に
も
季
節

ご
と
に
キ
ャ
ン
プ
や
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
団
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
は
よ
く
走
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
小
学
生
の

基
礎
的
な
体
力
づ
く
り
に
は
最

適
で
す
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
プ

レ
ー
な
の
で
、
仲
間
を
信
じ
る

心
な
ど
を
育
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
体
も
心
も
成
長
で
き
る
お

す
す
め
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
体
育
館
へ
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。
ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト

を
か
っ
こ
よ
く
決
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
ん
な
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

国
見
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

２
０
０
０
年
に
結
団
し
、
活
動

を
は
じ
め
て
か
ら
今
年
で
15
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
卒
団
生
の

中
に
は
、
卒
団
後
も
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
続
け
、
全
国
大
会

な
ど
に
出
場
し
、
活
躍
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。

　

通
常
の
練
習
は
毎
週
月
曜

日
、
木
曜
日
、
土
曜
日
と
第

1
、
第
3
日
曜
日
に
上
野
台
体

育
館
や
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
楽

し
い
監
督
や
コ
ー
チ
の
下
、
小

学
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の

男
女
約
40
人
が
活
動
し
て
い
ま

県
北
中
学
校
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和楽器の練習成果を披露

　町統計調査員の大内勝美さんが 2 月 5 日、平成 27 年度福島
県知事表彰（統計功労者）受賞を太田久雄町長へ報告しました。
　大内さんは統計調査員として、25 年もの永きにわたり統計
調査事務にご尽力されています。報告には岩城重夫町統計調
査員協議会長が同席し、太田町長は「これまで大変だったと
思います。おめでとうございます」と受賞を祝しました。

　古典鑑賞会（高橋幸子会長）主催の「若い芽のつどい」が 2
月 6 日、観月台文化センターホールで行われました。
　つどいは 3 部構成で行われ、第 1 部の「ショートショート
創作文バトル」では国見小学校 6 年生が国語の授業で作った
物語を朗読発表し、星澪さんが大賞を受賞しました。また「雪
女」の記念朗読も披露されました。
　第 2 部では子ども太々神楽教室生による太々神楽が上演さ
れました。子どもたちが楽人となり内谷春日神社に伝わる太々
神楽の「神招の舞」など 5 座を優雅に舞いました。
　第 3 部は「若い芽のコンサート」として、邦楽演奏会が開
かれました。子ども和楽器体験教室生やボランティアのみな
さんが箏や三味線で「さくら」や「キラキラ星」などを演奏し、
ホールには和楽器の美しい音色が響き渡りました。
　子どもたちは少し緊張しながらも、日ごろの学習成果を披
露し、多くの来場者を楽しませました。

子どもたちの学習成果を発表
　若い芽のつどい

大賞の星澪さん（右）と応援者の佐藤真実さん（左）

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 2 月 5 日、
観月台文化センターで奨励金交付式を行いました。
　交付式では、岡崎忠昭教育長から第 13 回東北小学生インド
アソフトテニス大会へ出場する菊地里奈さん（小 6）、菊地莉
世さん（小 6）へ奨励金が手渡されました。岡崎教育長からは「上
位を目指して頑張ってください」と激励の言葉がありました。

国見町青少年育成町民会議
　奨励金交付

左から太田町長、大内さん、岩城会長

左から里奈さん、岡崎教育長、莉世さん

統計調査に多大な貢献
　福島県知事表彰を受賞

悪徳商法の実態を説明する多田さん

悪徳商法にだまされないために
　多田文明さん講演
　消費者行政活性化講演会が 1 月 31 日、観月台文化センター
で開かれました。
　潜入ルポライターの多田文明さんを講師に、悪徳商法に関
する勧誘の手口などをリアルに紹介し、被害の防止を訴えま
した。訪れた多くのみなさんは、真剣に講演を聞き入ってい
ました。

お友達と楽しく遊べました！

１年間楽しく活動できました
　イキイキ子育てクラブ閉所式
　イキイキ子育てクラブ閉所式が 2 月 24 日、藤田保育所内の
地域子育て支援センターで行われました。
　閉所式には 15 組 34 人の親子が出席し、1 年間の活動を終
えた参加者一人一人に阿部正子子育て支援センター長から「た
のしかったで賞」が手渡されました。イキイキ子育てクラブ
では来年度の参加者を募集しています（詳細は P.12）。

　国見町文化団体連絡協議会（新村国夫会長）の主催による
文化講演会が 2 月 21 日、観月台文化センターホールで開催さ
れ、450 人の来場者が詰めかけました。
　ラジオ福島の鏡田辰也アナウンサーが「笑う門には福来る」
と題し講演を行い、笑いの重要さをユーモアあふれるエピソー
ドを交えながら伝え、会場は笑いに包まれました。

笑いと元気を国見町に
　国見町文化団体連絡協議会文化講演会

講演する鏡田アナウンサー

　包括連携協定を締結している東邦銀行との「とうほう陸上
教室」が 2 月 21 日、観月台文化センター体育館で行われました。
　東邦銀行陸上部の記野友晴選手（400m ハードル）が講師を
務め、町駅伝競走部や中学生に走り方の基本などを指導しま
した。参加者はアスリート直伝の競技のポイントに真剣に耳
を傾けていました。

アスリートに学ぶ走りの極意
　とうほう陸上教室

雛飾りで庁舎内も華やかに

速く走るコツを伝える記野選手

太田町長に建議する齋藤委員長

町の空家・空地対策の推進
　国見町空家等対策計画が建議

　空家等対策検討委員会が 2 月 18 日開かれ、齋藤隆夫委員長
（一般財団法人福島県建築安全機構専務理事）から、太田久雄

町長へ国見町空家等対策計画が建議されました。
　建議を受け、太田町長は「空家の撤去だけでなく、活用に
も取り組みたい」と述べました。町では今後、危険空家の解体、
子育て支援や定住促進のための活用を進めていきます。

来庁者の心和ます
　役場庁舎で雛飾りを展示

　国見町では 2 月 19 日から 3 月 5 日までの期間、役場庁舎 1
階アカマツの広場で雛飾りを展示しました。
　役場に飾られたおひなさまは、自宅で眠っていた、最近出
番が少なくなってしまったものを提供してもらいました。何
年経過しても色褪せない雅な雛飾りに、来庁者は足を止めて
見入っていました。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年 1 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 7 月生まれ）

5 月 19 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

5 月 18 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

食育シリーズ

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 3 歳 6 か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 24 年    9 月   1 日から
平成 24 年 11 月 30 日生まれの幼児

5 月 10 日火
午後 1 時 30 分から
　　午後 1 時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

　町では食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育
教室を開催しています。2 月は 4 回実施しました。

年長組『豆つかみゲームを楽しもう』 年中組『正しい箸の持ち方について』

健康コラム

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

3 月 1 日から 7 日は「子ども予防接種週間」です
　4 月からの入園・入学に備えて、予防接種の接種漏れがないか、母子健康手帳で確認してみましょう。
特に、現在、小学校就学前の 1 年間の児（幼稚園年長児）に相当する年齢の方で、麻しん風しん混
合予防接種をまだ接種していない方は平成 28 年 3 月 31 日までが接種期間となっていますので早め
に受けるようにしましょう。

よい睡眠で心身の疲れをリセット
睡眠の質をあげて心身をリフレッシュ

○自分にあった睡眠のリズムを
　　眠くなってから寝床に入り、寝るのが遅くなっても起床時間は一
　定にしましょう。8 時間睡眠にこだわらず、自分のリズムをみつけ
　ましょう。
○就寝前にリラックスする時間を
　　睡眠をつかさどる副交感神経の機能を高めると、寝つきがよくなります。ねるめのお湯につかっ
　たり、読書、ストレッチをしたりと心と体を落ち着かせましょう。
○就寝前のカフェイン・寝酒はやめよう
　　眠れないからといって寝酒に頼るのは、睡眠の質を落とすことになります。また、夕食後にコー
　ヒーなどのカフェインをとると寝つきが悪くなります。

快眠
ストレッチ
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公
立
藤
田
総
合
病
院

第
46
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は

「
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

3
月
24
日
木
午
後
4

時　▼
場
所　

公
立
藤
田
総
合
病
院

ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　

認
知
症
の
理
解
と
対

応
～
認
知
症
介
護
が
う
ま
く
い

く
コ
ツ
～

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

高
橋
廣
美
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

２
０
１
６
ミ
ス
ピ
ー
チ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー

募
集

　

福
島
県
の
お
い
し
い
果
物
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
明
る
く
元
気
な
方
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

次
の
①
か
ら
③

の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方
①
18

歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な

方
（
高
校
生
は
除
く
）
②
県
内

に
居
住
、
ま
た
は
在
勤
・
在
学

し
て
お
り
福
島
市
役
所
な
ど
に

通
勤
可
能
な
方
③
果
物
の
Ｐ
Ｒ

事
業
等
に
6
月
か
ら
8
月
を
中

心
に
年
間
20
日
以
上
参
加
で

き
、
特
に
6
月
末
か
ら
8
月
末

ま
で
の
期
間
は
Ｐ
Ｒ
活
動
に
専

念
で
き
る
こ
と

▼
募
集
人
員　

10
名
以
内

▼
応
募
方
法　

福
島
県
く
だ
も

の
消
費
拡
大
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
直
接
又
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先　

福
島
市
五
老
内
町

3
‐
1　

福
島
市
役
所
農
業
振

興
課
内
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク

ル
ー
」
係

▼
応
募
締
切　

4
月
15
日
金
※

当
日
消
印
有
効

▼
選
考
会　

4
月
23
日
土
こ
む

こ
む
（
詳
し
く
は
応
募
者
に
通

知
）

▼
賞　

賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

旅
行
券
（
10
万
円
相
当
）、
後

援
団
体
か
ら
の
記
念
品

問
福
島
県
く
だ
も
の
消
費
拡
大

委
員
会
（
福
島
市
役
所
農
業
振

興
課
）

☎
５
２
５
‐
３
７
２
７

西
根
堰
土
地
改
良
区
農

地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
の
農
地
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年

度
の
水
利
費
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
届
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所

   

有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

・
地
区
除
外
を
す
る
と
き

・
経
営
移
譲
や
死
亡
な
ど
で
名

   

義
変
更
を
し
た
と
き

・
農
地
の
賃
借
が
あ
っ
た
と
き

 （
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確

   

認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
届
出
期
間　

3
月
18
日
金

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

伊
達

西
根
堰
土
地
改
良
区

☎
５
８
２
‐
２
３
１
９

女
性
活
躍
推
進
法
が
施

行
さ
れ
ま
す

　

事
業
主
は
平
成
28
年
4
月
1

日
ま
で
に
①
自
社
の
女
性
の
活

躍
状
況
の
把
握
・
課
題
分
析
②

「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
策

定
・
労
働
局
へ
の
届
出
・
従
業

員
へ
の
周
知
・
外
部
へ
の
公
表

③
女
性
活
躍
の
情
報
公
表
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
企
業
全

体
の
従
業
員
数
が
３
０
１
人
以

上
の
事
業
主
は
義
務
、
３
０
０

人
以
下
は
努
力
義
務
）。

問
福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
５
３
６
‐
４
６
０
９

陸
上
自
衛
隊
第
6
音
楽

隊
演
奏
会
の
開
催

　

国
見
町
自
衛
隊
協
力
会
は
創

立
20
周
年
を
記
念
し
て
音
楽
演

「心配ごと相談」
  　 開催日　  4 月 7 日木、21 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　4 月 19 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　中会議室【北側】

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

お
知
ら
せ

4 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,590 人　（△ 14）
　　  男　　    4,618 人　（△ 3）
     　 女　         4,972 人　（△ 11）　
　    世帯　  　3,399 世帯（△ 2）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 1 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 3 月 10 日、17 日、24 日、31 日
　　　　　　　　     4 月    7 日、  14 日、21  日、28 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
1 月 21 日～ 2 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

3
月
26
日
土
午
後
1

時
開
演（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
（
全
席
自
由
・
入
場
無
料
）

▼
出
演　

陸
上
自
衛
隊
第
6
師

団
第
6
音
楽
隊

問
国
見
町
自
衛
隊
協
力
会
長　

三
瓶
茂

☎
５
８
５
‐
５
０
４
２

福
島
県
立
美
術
館
長
講

演
会

　

小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会
で

は
、
4
月
か
ら
福
島
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
る
「
フ
ェ
ル

メ
ー
ル
と
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
展
」

に
合
わ
せ
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
終
了
後
に
は
茶
話
会
も

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

3
月
19
日
土
午
後
1

時▼
場
所　

小
坂
総
合
農
村
管
理

セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

早
川
博
明
福
島
県
立

美
術
館
長

▼
演
題　

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
の
世
界

▼
入
場
料　

無
料

問
小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会
小
坂

☎
５
３
５
‐
３
８
６
５

自
動
車
の
登
録（
移
転
・

変
更
・
抹
消
）
は
お
済

み
で
す
か

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
午
前
零
時
現
在
で
、
車
検
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る「
所
有
者
」

ま
た
は
「
使
用
者
」
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
「
所
有
し
て
い
な
い
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」「
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、

自
動
車
を
譲
渡
、
廃
車
等
し
た

と
き
、
ま
た
は
転
居
し
た
と
き

は
3
月
31
日
ま
で
に
最
寄
り
の

運
輸
支
局
等
で
手
続
き
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

問
【
登
録
手
続
き
】
東
北
運
輸

局
福
島
運
輸
支
局
☎
０
５
０
‐

５
５
４
０
‐
２
０
１
５

【
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
】

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税

部
課
税
第
2
課
自
動
車
税
チ
ー

ム
☎
５
２
３
‐
０
０
５
１

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

佐久間隆男さん 64 （ 第 ２ ）

川井　清志さん 52 （ 宮 前 ）

安藤　タカさん 88 （ 太 田 川 ）

齋藤　ミツさん 95 （ 徳 江 北 ）

林　　榮一さん 73 （ 泉 田 中 ）

石ケ森文也さん 69 （源宗山西）

石川　浩司さん 61 （ 駅 前 ）

大沼　良子さん 87 （ 貝 田 ）

長谷川アキさん 87 （ 高 城 ）
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行事のお知らせ

認定を受けた 1 期生のみなさん

この本おもしろいね！

心
に
残
る
一
冊
を
…

　

選
書
会
～
親
子
で
本
を
選
ぼ
う
～

町
の
読
書
リ
ー
ダ
ー
！

　

子
ど
も
司
書
誕
生
！

3 月 9 日 水 中医術による健康教室①
10 日 木 子ども移動図書館（2 年生）
12 日 土 みみずく　おはなし会

スポーツ少年団交流大会
13 日 日 「真知亜 @nakama.」

コンサート
14 日 月 子ども移動図書館（１年生）
16 日 水 中医術による健康教室②
24 日 木 ブックスタート

4 月 4 日 月 休館日

　
「
選
書
会
～
親
子
で
本
を
選

ぼ
う
～
」
を
2
月
14
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
小
学
校

1
か
ら
3
年
生
の
親
子
14
組
32

人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。　

　

瓶
子
美
千
子
さ
ん
（
福
島
子

ど
も
の
本
を
ひ
ろ
め
る
会
会

長
）
の
お
は
な
し
会
の
あ
と
、

岩
瀬
書
店
の
協
力
に
よ
り
図
書

約
４
０
０
冊
を
並
べ
、
自
由
に

読
ん
で
も
ら
い
、
好
き
な
本
を

選
び
ま
し
た
。

　

選
ん
だ
本
は
後
日
、
図
書
室

で
購
入
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

観月台文化センター
図書室・児童室臨時閉館の

お知らせ
　観月台文化センター図書室・児童室
は、蔵書点検、本の補修作業のため臨
時閉館します。ご迷惑をおかけします
がご理解とご協力をお願いします。

◆期間　3 月 22 日火から 25 日金
◆お願い　
　　貸し出しが 2 週間を過ぎている本
　は、至急返却してください。

　

子
ど
も
司
書
講
座
の
閉
講
式

を
2
月
20
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
活
動
で
は
、
く
に
み
幼

稚
園
と
も
も
た
ん
広
場
で
お
は

な
し
会
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち

を
相
手
に
よ
み
き
か
せ
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
受
講
生
た
ち
は

み
ん
な
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
岡
崎
忠
昭
教

育
長
か
ら
全
員
に
国
見
町
子
ど

も
司
書
認
定
証
書
が
手
渡
さ

れ
、
晴
れ
て
国
見
町
子
ど
も
司

書
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
司
書
は
こ
れ
か
ら
小

学
校
や
公
民
館
で
、
よ
み
き
か

せ
や
公
民
館
事
業
な
ど
図
書
に

関
す
る
様
々
な
場
面
で
活
躍
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

くにみ幼稚園でのおはなし会

ん
借
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【日　時】　3 月 13 日日午後 2 時開演
　　　　　　　　　　  午後 1 時 30 分開場

【会　場】　観月台文化センター　ホール
【入場料】　一般 1,000 円・学生 500 円

　　　　　（当日 1,500 円・1,000 円）

真
ま ち あ

知亜＠ nakama．〈楽器の魅力〉

三井住友海上文化財団派遣コンサート

盤
上
で
熱
い
勝
負
！

　

町
長
杯
新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

第
24
回
国
見
町
長
杯
新
春
囲

碁
将
棋
大
会
を
2
月
7
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
35
人
が

参
加
し
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
将
棋
の
部
】
Ａ
ク
ラ
ス
▼
優

勝　

玉
手
芳
正
▼
準
優
勝　

佐

藤
亮
太
▼
第
1
位　

大
野
重
好

Ｂ
ク
ラ
ス
▼
優
勝　

奥
村
源
四

郎
▼
準
優
勝　

大
竹
五
郎
▼
第

1
位　

松
田
平
治
▼
第
2
位　

髙
橋
哲
男
▼
第
3
位　

松
浦
欽

一
【
囲
碁
の
部
】
Ａ
ク
ラ
ス
▼

優
勝　

村
上
健
一
▼
準
優
勝 

須
田
善
治
▼
第
1
位　

佐
藤
則

雄
、
Ｂ
ク
ラ
ス
▼
優
勝　

冨
塚

康
弘
▼
準
優
勝　

鈴
木
一
成
▼

第
1
位　

室
井
精
一
▼
第
2
位 

高
野
恭
寿
▼
第
3
位　

武
田
正

昭

卓球台をご寄贈頂きました
　鈴木忠さん、美智さん夫妻（のびのび卓
球所属）から文化センター体育館に卓球台
2 台をご寄贈いただきました。
　2 人は「卓球を楽しむみなさまに使って
いただきたいです」と話されていました。
大切に活用させていただきます。

ご寄贈ありがとうございました

次の一手は…

1
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

公
民
館
教
室
閉
講
式

①
成
人
学
級
閉
講
式

　
　
　
　
　
　
　

2
月
12
日
金

②
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
閉
講

　

式　
　
　
　
　

2
月
13
日
土

③
女
性
教
室
閉
講
式

　
　
　
　
　
　
　

2
月
17
日
水

④
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
閉

　

所
式　
　
　
　

2
月
27
日
土

⑤
阿
津
賀
志
学
級
閉
講
式

　
　
　
　
　
　
　

3
月
１
日
火

④

②①

②

③ ③
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

3/11 3.11
～あれから 5 年、これからの 5 年～

放送日 放　送　内　容

3/18 ももたん FM 200 回記念！！！

3/25 くにみ道の駅開業 1 年前！
プレパーティ当日の様子

「国見の未来をサイトシーイング」
では、小中学生が未来の町につ
いて考え、ジオラマ作りに取り組
みました。取材中印象的だったこ
とは、城を作る小中学生が多かっ
たこと。石垣があったり、シャチ
ホコがあったりと形は様々でした
が、子どもたちにとって、地元国
見町が歴史の町であるという認識
があるからかもしれません。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ3月

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12

・広報くにみ
3月号発行日

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・県北中学校卒業式
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・東日本大震災を
考える町民のつ
どい

・スポーツ少年団
交流大会

13 14 15 16 17 18 19
・個人番号カード

交付臨時窓口
（午前8時30分～ 
午後4時30分まで）

・コンサート「真知
亜@nakama.」

・結婚シンポジウム
（小坂農村総合管理
管理センター）

・いきいきサロン
泉田下（午前10時～）
山崎（午後1時半～）

・障がい者相談
・乳幼児健診 

1歳6か月
・いきいきサロン

德北（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・道の駅 
プレ・パーティー

・くにみ幼稚園 
修了式

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・藤田保育所 
修了式

20 21 22 23 24 25 26
・いきいきサロン

石母田（午後1時半～）
・国見小学校 

修了式

・国見小学校 
卒業式

・県北中学校 
修了式

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診 

3・9 か月
・いきいきサロン

泉田中（午前10時～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

27 28 29 30 31 4/1 4/2
・個人番号カード 

交付臨時窓口
（午前8時30分～ 
午後4時30分まで）

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大枝（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・藤田保育所 
入所式

4/3 4/4 4/5 4/6 4/7 4/8 4/9
・観月台文化セン

ター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・国見小学校・県

北中学校入学式
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ 
4月号発行日

・くにみ幼稚園 
入園式

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）


